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LIGHT UP ROTARY 
ロータリーに輝きを 

宇都宮さつきロータリークラブ  会報 
第 ３８ 回 例 会 

日 時：2015年 5月 11日（月） 

19：00～20：00 

会 場：コンセーレ 

 

・開会                              池田 光一 SAA 

 

・点鐘                             和知 孝道 会長 

 

・「君が代」・ロータリーソング斉唱（奉仕の理想）                  

 

・ビジター紹介                         和知 孝道 会長 

メイク 飯村愼一直前ガバナー(宇都宮９０ＲＣ)、佐藤節特別代表(宇都宮陽北ＲＣ) 

・会長挨拶                           和知 孝道 会長 

皆さん今晩は。５月に入り最初の例会ですが、良い休日を過ごされましたか。連休最後の６日(水)に

は、宇都宮１０クラブのゴルフコンペが宇都宮カンツリークラブで開催されました。我がさつきからは、

私を含めて６名が参加をいたしました。結果は、１０クラブ中８位でしたが、飛び賞にも何名かはいり、

大健闘と思っております。私は武田文夫会員と廻りましたが、私のナイスショットより武田会員のゴロ

の方が飛んでいて、どうにもやりきれず、5月 10日(日)にドライバー買い換えてきました。それよりも、

宇都宮さつきロータリークラブが 2014年 6月 16日(月)に創立して、１年生なのに、ほとんどの方が知

っている方で声をかけていただき大変うれしく思いました。2016年は更に良い順位を目指しましょう。 

本日は滝川悦子会員の卓話です。我がクラブで唯一、日本を時々離れている滝川会員の卓話をとても

楽しみに参りました。それでは進行宜しくお願いします。 

・幹事報告                           三森 富雄 幹事 

・ガバナー月信 4 月号が届きましたので、レターボックスに入れておきました。第 3 グル

ープのＩＭの様子、最後のページのＲＩ戦略は分かりやすい記事です。   

・第 41回ロータアクトクラブの地区大会が、5月 24日(日)森林公園にて開催されます。 

ロータリアンやローターアクトの会員とバーベキューをして親睦を深め、さらに、奉仕

活動の一環として古賀志山をハイキングしながらゴミ拾いなどをいたします。当クラブ

からは、ローターアクト元会長の内仲祐介会員、小堀彰久会員、齊藤昇吾会員の 3 名が

出席予定です。   

・第 40回例会として宇都宮陽南ロータリークラブと宇都宮さつきロータリークラブの合同

例会が、5月 28日(木)19 時からホテルニューイタヤにて開催いたします。5月 18日(月)

は、振替休会となります。 

・規定審議会の会費増額につきまして、皆様にメールにて連絡しましたが、この費用は、

年度初めに人頭分担金等と一緒に請求されるものです。 

・栃木西ロータリークラブから、50 周年記念誌を送付頂きましたので、回覧いたします。 

・本日は例会終了後、理事会がありますので、理事の方は、出席お願いします。  

・出席報告                           葆東 雅仁 会員 

会員 22 名 出席 17 名 欠席 5 名 出席率 77.27% 
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・スマイル報告                         葆東 雅仁 会員 

・飯村愼一直前ガバナー（宇都宮９０ＲＣ）滝川さん卓話を楽しみにしております。 

・佐藤節特別代表（宇都宮陽北 RC）滝川さん卓話楽しみにしております。 

・和知孝道会長 今年度も残り１ヶ月半ほっとしています。次年度にしっかり引継を頑張

りましょう。 

・小堀彰久 出席率向上の為頑張ります。 

・齊藤昇吾 国際親善奨学生として、スリランカ留学した話しを楽しみにしております。 

2015～2016年度国際ロータリー会長は、スリランカにある、  

コロンボ・ロータリークラブに所属している K.R.ラビンドラン氏です。 

・卓話                             滝川 悦子 会員 

 初めてロータリーを意識した時から、10年以上たちました。本日はロータリーに対する

思いを少しまとめてみようと思います。 

まず、これまでに感じたロータリーの魅力についてお話しさせてください。 

最初は 2001年国際親善奨学生に応募した時でした。奨学金獲得のためには自分の研究が

いかにロータリーの謳う国際平和や国際理解に適合しているかを主張しなければなりませ

ん。そのため、いろいろ調べたのですが、どうもよくわかりません。それでも、形式は整

え、留学は叶えられました。研究テーマはスリランカ農村の社会経済構造です。留学を終

えると、ロータリー財団に提出した報告書を読んでくださったロータリアンから言われま

した。「滝川さんはスリランカの共同体の経済活動について研究されているのですね・・・・

ロータリーはご承知のように公的部門ではない。かといって民間かというと完全にそうと

も言えない・・・・共同体的な側面があるのですよ」と。 

 さて、ロータリージャパンの HPにロータリーが誕生した 20世紀初頭のシカゴの様子が、

「ビジネスは毒されていたのです。消費者や従業員、あるいは競争相手といったものに関

して、高い倫理的な基準にあうようなことは行われていなかったのです」とあります。こ

のような中にロータリーの誕生する必然性があったのなら、毒されたビジネス、高い倫理

的な基準に合うことを行なっていなかったものに対抗するために、ロータリーは誕生した

と捉えることができるでしょう。 

 『ロータリーの友』（2014 年 10 号）で田中一弘氏は「神の見えざる手」が機能しなく

なる原因を「消極的道徳さえ守っていれば、あとは熱心に商売をしてもいい」ということ

にあり「『為すべきことをせよ』という『積極的道徳』」が抜けていると議論しています。

「見えざる手」が機能を失ったということは、産業革命に始まり市場を拡大し続けたこと

の結果、つまり「毒されたビジネス」と一致すると思います。 

 さらに、田中氏は「とりわけマーケットの世界の人たちにとっては、『使命感』のよう

な積極的道徳など必要がない、という人も少なくないでしょう。でも、ここにこそ、『見

えざる手』が働かなく原因があるのではないのでしょうか」と投げ掛けます。そこで、私

は次のように考えました。「マーケットの世界」とは、時としてロータリーと対峙するも

のと捉えてよいと思います。それゆえ、ロータリーは誕生当時も現在も「見えざる手」と

同様の方向性を持ち、それが機能を失われることのないよう働きかけるものではないかと。

ここに、先のロータリアンが言われた、ロータリーの共同体的な側面があるのかもしれま

せん。このような魅力を、ロータリーの中に感じております。 

ところで、栃木県在住の知人にマーケットの世界に属しているのではないのか思われる

人がいます。よく「地域貢献」だと言って地元にお金を落としています。これは企業の社

会的責任(Corporate Social Responsibility)の現象のひとつではないかと思います。また、

2014 年 12 月 7 日(日)の下野新聞には外資系投資会社が「中小企業と学生を結ぶ、地方活

性化を支援」という見出しの記事がありました。マーケットが共同体経済にどんな関わり

方をしようとしているのか、共同体はどう対応するのか、注目に値するでしょう。 
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それでは、ここから先はロータリーを知るまでの経緯を交えながら、今後の抱負につい

てお話させてください。 

1990年、出入国管理及び難民認定に関する法律が改正されると、日本には合法にも非合

法にも多くの外国人労働者が流入してきました。そこで、さまざまな問題が生じ、私はた

またまスリランカからやってきた外国人労働者と知り合うことになります。これがきっか

けで、専業主婦に過ぎなかった私が、外国人問題、特に難民問題に強い関心を持ちました。 

 1994年、宇都宮大学国際学部に社会人入学、難民問題を勉強しているうちに難民を生み

出す背景について知りたくなり、スリランカ地域研究を卒論テーマに選びました。修士課

程では、スリランカ研究を続けると同時に西洋思想も並行して勉強しました。こうして修

士課程を修了した 2001年、ロータリー国際親善奨学生に応募することになったのです。 

さて、アダム・スミスやヒュームの『道徳感情論』を読んでいると、スリランカ人の行

動が、一見、彼らの言う「徳のある人」のそれとは違うように見えます。その疑問を中心

に書いたのが、のちに刊行した『スリランカ/見て！聞いて！考えよう！』の第 1部と第 2

部です。その後、この部分を読んでくださった宇都宮大学名誉教授 A 先生の勧めで、ヒュ

ームの『自然宗教との対話』を読みました。そして、第 3 部を書き 1 冊にまとめることが

できました。しかし、未熟な私の思考がここまで来ると、A 先生はさらにハンナ・アーレ

ントの『全体主義の起源』と『人間の条件』を勧めてくださいました。『全体主義の起源』

はまだ途中ですが『人間の条件』は一通り読み終え、今は同じくアーレントの『精神の生

活』も読んでいます。 

以上、私の関心の対象が、「外国人問題→地域研究→哲学」と発展したように、哲学の

勉強も「スミス→ヒューム→アーレント」と深化発展してきました。これから、ロータリ

ーの活動に参加させていただく中で、の人間社会の複数性を学べたらと考えております。

そして、その過程において、古典となって受け継がれてきたものを微力ではありますが、

具現化できれば幸いに存じます。 

 

 

 
2015 年 3 月 14 日(土) RC Chunnakaam の例会に出席。2014 年に設立されたクラブですが,その活動のエネ

ルギッシュというか、そのようなところが激しく印象的でした。 戦争の被害のひどかった地域の支援をして

おられます。 
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2015年 3月 21日(土)RC of Chunnakaam のチャーターナイトに出席。 

 

 

 

 

 

 
2015年 3月 21日(土)RC of Jaffna City のチャーターナイトに出席。 
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2015 年 3 月 RC Jaffna City の例会に出席。2014 年 12 月に設立されたクラブで会員数 20、教育支援をし

ておられます。スリランカでは少数派のタミル人のみで構成されており、協議というか話し合いとも言えな

いような, ちょっと誤解を生みそうな表現ですが好き勝手にそれぞれが言っている中で、結論に繋がってい

く。日本人にはなかなか真似できそうもない。そんなところが、南アジアに見られる強さのように思います。 

 

・点鐘                             和知 孝道 会長 

 

・閉会                             池田 光一 SAA 

 


